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ものであろう。本試験の例から，一応多肥条件下では年

内α当り100晦程度の生草収穫は可能であると考えられ

るが，この場合翌春の生育が遅延し．さらにクローバー

比率が増大する傾向が明らかに認められることから，混

播牧草畑の維持を重点に考えると，高刈りにすることが

望ましく，さらに，翌春の生育促進や草種比率に配慮し

た追肥ならびに刈取管理が重要である。
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草地の草種構成におよぼす刈取法の影響

小　　針　　久　　典

（岩手県畜試）

1．ま　え　が　き

混播草地における掌理構成，とりわけいね科牧草とま

め料牧草の割合は家畜に対する飼料給与の面並びに草地

の維持管理の面で重要な意味をもっている。混播草地の

草種構成は諸種の条件によって変動し，これを維持する

ことはなかなか困難なことである。この変動要因の一つ

である刈取法の差が，草種構成にどのような影響をおよ

ぼすものであるか試験した。

2．試　験　方　法

1．供試草地：イタリアンライグラス0．07吻／α，オー

チャードグラス0．2軸／α，ラジノクローバー0．05吻／α，

昭和38年4月20日散播の混播草地。

2．試験区の配列と区別：乱塊法3反覆

3．小区面鏡：2mx2m

4．試験区の種項：刈取期は早刈区と遅刈区の2処

理，刈取高さは低刈りと高刈りの2処理，年間窒素施用

量を成分でα当り1物・1．5毎・2軸・2．5毎・3毎の

5段階とし，それぞれを組合わせた20処理区を設けた。

なお早刈りは透光率を参照しつつ刈取適期に比べ早目に

刈取り，遅刈りは適期よりやや遅い刈取りとした。低刈

りは地上5どれ．高刈りは地上15e都とした。

5．施肥条件：窒素の施肥量は試験区分とおりとし尿

素を用い，早春に半量，残り半量をさらに1番刈後と3

番刈後に2分して施した。燐酸の施肥量は3．5た9／αで，

熔燐と退燐瀬石灰を半々に用い，早春に全量を施した。

加里は4軸／α施用し塩化加里を用い，早春に半量，残り

を1番刈後と3番刈後に分場した9石灰は2物／αを尿カ

ルをもって早春施した。

6．試験期間：昭和40年4月～10月

7．調査項目：草丈，草高．透光率，生草重，乾物重．

草種構成

3．試験結果並びに考察

1．生育調査

（1側取回数：早刈低刈区は5臥早刈高刈区は6回，

遅刈区は低札高刈両区とも，4回刈取った。

12I刈取時での草丈の年平均を比較すると，オーチャ‾

ドグラス．ラジノクローノミ－ともに，早刈低刈＜早刈高刈

＜遅刈低刈り＜遅刈高刈りの順に草丈が高くなっている0

（3け－チャーードグラスの生育に対するラジノクローバ

ーの生育割合を見ると第1図のとおりである。草丈での

比較をすると，窒素の施用量がますにつれてオーチャー

ドグラスに対するラジノクローバーの割合は小さくなっ

て行く傾向がみられ，また草高での比較では．早刈りで

はほゞ同一割合を示し，はっきりした傾向はみられない

が，遅刈区では．窒素施用量の増加に伴ないラジノクロ

ーバーの生育割合は小さくなっている。概観して，窒素

施用量の多くなるにつれて，草丈草高の点で，オーチャ

ードグラスの方が優勢になり，オーチャードグラスはラ

ジノクローバーの上に覆いかぶさる状態を示して行き，

しかも遅刈りになるはとこの状態が現われやすいものと

考えられる。

2．生草収量と草種構成

仰　処理区別年間合計収量とまめ料率

第1表に示すとおりである。オーチャードグラスの収

量は青刈りの場合，窒素施用量の増加に伴ないほゞ比例的
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な増収傾向がみられるが，低刈りの場合は窒素の増加に

伴なう増収は商刈区ほと多くなく，かえって3たぎ区では
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第2図　窒素施用量別平均年間収量とまとめ料率

減収する傾向さえみられる。ラジノクローバーの収量は

窒素の量がますにつれて減少しているが，この減少の度
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第3回　刈取法別平均年間収量とまとめ料率

合は早刈りよりも遅刈りにおいて，また低刈りよりも高

刈りにおいて範くあらわれる傾向を示した。

まめ料率は高刈区では窒素多肥に伴なって著るしく低

くなっている。一方低刈りの場合も窒素の増加に応じ

てまめ料率は低下して行くが，高刈区の場合ほど苦るし

くない。また遅刈りした場合は早刈りの場合より窒素多

肥によるまめ料率の低下が多少つよく現われる傾向が見

られる。

t21窒素施用量と年合計収量

各処理を平均して求めをのが第2回で，オーチャドー

グラスは窒素の増加に伴なって増加し，ラジノクローバ

ーは反対に減収している。この結果，全体収量は2軸区

が最も収量多く，2．5毎＞1．5晦＞1．0物＞3．0毎の順

に少なくなっている。まめ料率は窒素の増加に伴なって

ほゞ比例的に減少している。

（3I　刈収法と年合計収量とまめ料率

第3図に示すとおりで，オーチャードグラスは刈取法

による収量差は小さく，このため全体収量の順位はラジ

ノクローバーの収量差によってきまり，早刈低刈＞遅刈

低刈＞早刈高刈＞遅刈高刈りの順りに少なくなってい

る。このためまめ料率も同様の順序に低くなっている。

刈りは高刈りより，早刈りは遅刈りよりまめ料率は高く

低，しかも刈取りの早晩より刈取高さの方が，まめ料率

の高低に大きな影響を与えていることがわかる。

t4I　まめ料率の時期別推移（第4図）

高刈りでは窒素多肥に伴なってまめ料率の低下は著る

しく，低刈りでは窒素を増加しても，まめ料率の低下はさ

ほど大きくない。また遮刈りは早刈りより多肥による

まめ料率の低下がやゝつよく出ている。早刈低刈りの場
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バー草丈10¢仰当り再生量の割合

第5匠l　まとめ料率と草丈le間当り再生量の割合

合，窒素施用量の多少はまめ料率に大きな影響を与え

ず，施肥量の差忙よる変動の巾は狭いが，遅刈低刈．早

刈高刈，遅刈高刈りの順に，窒素施用量が多くなるにつ

れて，まめ料率の時期別変動巾は大きくなっていく傾向

がみられる。

3．乾物収量とまめ料率

年合計乾物収量は，早刈高刈＜遅刈高刈＜早刈低刈＜

遅刈低刈りの順に多収を示し，生草の場合とことなり適

刈区のほうが多収である。これは遅刈区のほうが乾物率

が高いことによると思われる。処理ごとのまめ料率は

はゞ生草の場合と同様の傾向を示したが，その値が生草

の場合より低い率を示した。これはラジノクロ・一ノべ－の

乾物率がオーチャードグラスの乾物率より低いためであ

る。

4．再生速度

まめ料率の変動はまめ料牧草といね科牧草の再生速度

のちがいから生ずるので，再生量の構成要因を，草丈再

生速度と草丈lc花当り再生量とに分けて，それらとまめ

料率との関係を求めてみた。

tlI　草丈lc帯当り再生量比とまめ料率

オーチャードグラス，ラジノクローバー両革種の再生

草丈1e訊当り再生量を求め，オーチャードグラスに対す

るラジノクロ1一バーの草丈le舵当り再生量の比とまめ料

率との相関図を求めたのが第5図である。

（2）再生草丈比とまめ料率
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第6図　まとめ料率と再生草大比

ラジノクローバーに対するオーチャードグラスの草丈

比とまめ料率との相関を示したのが第6図である。草丈

比が大きくなるにつれてまめ料率は小さくなる傾向がみ

られる。これらの相関図から，まめ料率の変動は両草柾

の草丈le耽当りの再生量の割合の変化，いいかえれば再

生密度の相対的変化に起困するところが大きいものと考

えられる。

以上の草種構成におよぼす刈取法並びに窒素施用量の

影響から考えて混播草地の混在比率を適当に維持しコン

トロールするため，例えは，まめ料率の増加を抑えるた

めには，早刈りでしかも低刈りを続けているという条件

では窒素を多肥するのみではあまり効果なく，高刈りを

し，窒素を多肥することが一つのポイントになると考え

られる。またまめ料率を高めるには遅刈高刈りをしてい

る状態では窒素を少なくしてもまめ料率を上げることは

難かしい。すなわち混在比率をコントロールするために

は単に一つの要因のみでは困難で，2，3の要因を組合

わせて，はじめて可能になる場合があるといえよう。

4．要　　　　　約

1．オーチャードグラス，ラジノクローバーの混播草



304　　　　　　　　　　　　　東北畠業破尭　療9号

地において刈取期の早道．刈取高さの高低並びに窒素施

用量の多寡を組合わせて，それぞれの条件が生育，収

量，草種構成におよはす影響を追究した。

2．刈取法と年平均まめ料率との間には，低刈りは高

刈りより，早刈りは遅刈りより，それぞれまめ料率を高

め，しかも刈取りの早道よりも刈取高さのほうがまめ料

率の高低に大きな影響を与える傾向がみられた。

3．窒素施用量をますにつれて，まめ料率は低下して

行くが，低刈りするより高刈りした方が，その低下が著

るしく，また早刈りするより，遅刈りした方がその低下

が強くあらわれた。

4，年合計生草収量はラジノクローバーの収量の多い

区ほと多収となっており，道刈高刈＜早刈高刈＜遅刈低

刈＜早刈低刈りの順に多収を示した。

牧草の無機組成におよぼす各草種の品種および

系統間差異について

佐藤　春治・斎藤　孝夫・高玉　精一

竹内　正治

（宮城県農試）

1．ま　え　が　き

牧草の無機組成は，いろいろな条件によって変化す

る。その組成の変化は，各成分の相互関係に影響すると

ともに．生産向上のための植物栄養学からも．家畜にた

いする飼料価値の見地からも重要と考える。

ことに乳牛の粗飼料給与、ま（主に牧草）50～70ね／日に

も達するので，与える粗飼料の無機組成の働きかけは軽

視することはできないであろう。これら組成と（1I　各

草種における生育期別の変化（2I　各草種における品種

・系統間差異について（31各軍種の地域差にについて

検討したのでその結果を報告する。

2．試　験　方　法

1．各章種における生育期別の変化

tlI　調査品種・系統名

ラジノ系（オレゴソ）・ホワイト系（SlOO）・アル

ファルファ（デュプェイ）・オーチャードグラス（郡系

4号）・イタリアンライグラス（鳥取系）・ペレこアル

ライグラス（ビクトリアソ）

（2）試　験　地

宮城県岩出山町　税畜場圃場内

仙台市原町　　　宮城農武圃場内

㈲　耕種条件

イネ科牧草は　昭和36～37年，マメ科牧草は　昭和38

年に播種した。いずれも単播で播種量・施肥量は場内の

慣行によった。

2．各草種における品種・系統間差異について

（1）調査品種・系統名

ホワイト系（SlOO・カナダホワイト，ニュージーラ

ソドホワイト）

ラジノ系　（オレゴソラジノ，カリホルエアラジノ）

アルファルァ（ライマゾーム，アフリカソデュプェイ

・グリム）

レッドクローパ（合成2号，ケソランド．ペソスコッ

ト．メデゥム）

オーチャードグラス（S143，郡系3号，郡系6号，

雪印，北海道在来）

チモシー（S48，S51，ニュージーランド，在来種）

ペレニアルライグラス（ビクトリアソ，S23，S24，

ニュージーラソド）

イタリアンライグラス（コモンライグラス，ニュージ

ーラソド，郡系3号，郡系5号，Hlライグラス※：鳥

取系．郡系3号，那系5号，ニュージーランド，コモン

ライグラス）※※

※春まき　　※※秋まき

（2）試験地

玉造郡岩出山町　種畜場園場内

（3）耕種条件

ホワイト，ラジノ系は，昭和38年　アルファルファ，

レッドクローバは　昭和35年，オーチャードグラスは

昭和35年，チモシーは昭和34年，ぺレニ7ルライグラス

は，昭和37年．イタリアソライグラスは，春まき昭和


